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研究成果の概要（和文）：顔の皮膚を受動的に変形するだけで感情や気分が変わるという、新し

い原理を見いだした。例えば指で両瞼を数分間開くと、頭が冴えた感覚になった。この受動的

表情変化を５分間行ったところ、心理テストではポジティブな感情のスコアが増大し、ネガテ

ィブな感情のスコアが低下した。また前額部での脳波α波成分とβ波成分の増大、および脳血

流の増大が見られ、前頭前野が活性化されることが示唆された。さらに交感神経活動も優位に

なった。これらの結果は頭が冴えた感覚と一致すると考えられた。 
 
研究成果の概要（英文）：We found a novel principle that the passive change of the facial 
expression alters feelings or moods. For example, subjects felt refreshed and their mind 
worked well when both eyes were passively opened. After this passive expression for five 
minutes, the positive score of psychological tests increased and negative scores 
decreased compared to those conducted before the passive expression. In the forebrain 
regions, the powers of α and β bands as well as brain blood flow increased during this 
passive expression. Sympathetic activities also became dominant in this phase. The 
observations seemed to be consistent with the subjective feeling of refreshment. 
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１．研究開始当初の背景 
 感情の発露は表情として表出されると同
時に自律系に影響を与えることはよく知ら
れている。また、喜びなどのポジティブな感
情は気分をリラックスさせるとともに自律
神経系の機能を高め、免疫機能を向上させる
こと、一方怒り、抑鬱、不安などのネガティ
ブな感情は逆の結果をもたらすことが近年
明らかになってきている（Lissoni ら、2001: 
Review）。 
 一方研究代表者は、受動的に顔の表情を変
えるだけで、ある感情が生じる、あるいは気
分が変わることに気がついた。例えば指で両
目を受動的に開けると、数分で気分がすっき

りし、頭が冴えた感覚になる。感情評価テス
トでも活性度が増大し、鬱などのネガティブ
な項目のスコアが減少する結果を得、一部を
学会報告した（Sasaki ら、2009）。さらに、
予備実験ではあるが、脳波の測定で、受動的
開眼により、α波成分が増大することが示唆
される結果を得た。α波の著明な増大は“気
分の変化”が主観的なものではないことを示
していた。しかし、これまでの解釈（α波が
発生している部位はアイドリング状態にあ
る）によって頭が冴えた感覚を説明するのは
困難に思われた。 
 たまたま学会場の企業ブースに展示して
いた脳血流装置を試行したところ、受動的開
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眼によって前額部の血流が増大した。この知
見は、α波成分の増大は前頭前野の活性化、
および頭が冴えた感覚と密接に関係してい
ることを強く示唆した。この手法の理論的説
明が必要であり、脳波だけでなく脳血流の測
定が大きな解明の糸口になると考えた。 
 前頭前野は意思や感情/気分に関係してお
り、特に鬱病患者ではこの部位の活動が低下
していることが知られている。受動的開眼な
どの表情変化は鬱症状や不安などの精神的
状態を改善する可能性があると考えた。また
受動的に表情を変化させるという新しい手
法で、心の病を抱える人たちの感情や気分お
よび生理的症状を改善することができれば、
心の病に苦しんでいる人たちの健康増進に
寄与できるものと考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、（１）受動的開眼以外にも種々
の受動的表情変化を行い、それぞれが異なっ
た感情/気分を引き起こすことを、感情評価
テストを用いて心理学的に明らかにする。
（２）最もインパクトの大きいと思われる表
情変化に焦点を絞り、表情を受動的に変化さ
せることにより、① 脳波および前頭前野の
血流変化を調べ、感情惹起の有無を脳科学的
に証明する。② α波の機能的役割に新しい
解釈を与える。③ 受動的表情変化による自
律系機能の調節の有無を明らかにする。（３）
継続的な施行により、鬱や不安障害を改善す
る可能性について検討する。以上を目的とす
る。 
 
３．研究の方法 
（１）受動的表情変化の手法 

 
      図１ 表情変化 
 
 目を普通に開けた状態（コントロール；図
１g）から、被験者の指で、強すぎず弱すぎ
ない適度な強さで両方の瞼を上下に開く 
(図１a-ｃ)、あるいは両方の目尻を斜め上下
45度方向、あるいは真横に変形させて (図１

ｄ-ｆ)受動的表情を作らせた。安静状態で行
い、特に、実行中の表情やその他のことにつ
いて何も考えないように指示した。指示され
た表情変化を５分間行い、その前後に感情評
価テストを行った。 
 
（２）感情評価テスト 
 感情評価テストとしては、気分プロフィー
ル検査（POMS 日本語版）と状態不安検査
（STAI-Y1日本語版）を行った。POMSは活気，
緊張-不安，抑鬱-落ち込み，怒り-敵意，疲
労，混乱の六つの因子を測定する。そのうち、
活気はポジティブな感情/気分、他の 5 項目
はネガティブな感情/気分である。STAI-Y1 は
不安の測度として優れた識別力を持つとさ
れる。 
 記入終了後、受動的表情変化実行中の感情/
気分を思い出してもらい、聞き取り調査ある
いは被験者に記述してもらった。 
 
（３）脳波、脳血流、自律系パラメータの解
析 
 感情評価テストで最も効果が見られた受
動的開眼（図１a）について、脳波、脳血流、
自律系パラメータを記録した。表情変化前
（５分）、受動的開眼（５分）、変化後（５分）
について測定した。 
① 脳波の周波数成分の計測 
脳波計（日本光電）を用いて、左右前頭葉か
ら後頭葉の部位にかけて脳波を記録した。記
録部位は、Fp1, Fp2, F3, F4, F7, F8, C3, C4, 
P3, P4, O1, O2である。高速フーリエ変換に
よりパワースペクトラムを導出し、α、βお
よびθ波周波数成分を解析した。 
② 脳血流の測定 
脳血流測定装置（スペクトラテック社）を用
いて、感情/気分変化を直接反映すると考え
られる前頭前野のヘモグロビン量変化を測
定した。 
③ 自律系パラメータの測定 
耳朶に脈波センサ（ADI Instruments）を取
り付け、心拍数を測定した。 
胸部に呼吸ピックアップ（日本光電）を巻き、
呼吸数を測定した。 
 
（４）学習効果の検討 
１日２回（朝と夜）、５分間受動的開眼を行
い、その前後に感情評価テストを行う。これ
を２週間行った。これにより、受動的表情で
変化する感情/気分の学習・記憶効果を検討
した。 
 
４．研究成果 
（１）心理テストによる評価 
 両目の受動的開眼(図１a)は種々の感情/
気分を変化させた。POMS において活気のスコ
アが有意に増大する（p<0.001）一方、ネガ



 

 

ティブな感情/気分 5 項目のうち 3 項目（怒
り−敵意、疲労、および緊張−不安）のスコア、
および STAI-Y1 のスコアが有意に低下した
(p<0.01〜0.05)。被験者の主観記述は以下に
集約される。気分がすっきりした、頭が活性
化する、目が覚める気分だ、などである。な
お少数例として、目が乾いて痛かった、不快
だったと答えた被験者がいたが、彼らの活気
のスコアは減少するとともにネガティブな
スコアおよびSTAI-Y1のスコアが増加すると
いう逆の傾向を示し、心理テストと主観記述
には密接な関係があった。一方、上瞼だけを
上げる(図１ｂ)、下瞼だけを下げる(図１ｃ)、
あるいは指を当てるだけで目を受動的に開
かない(図１ｈ)場合には、心理テストに有意
な変化はみられず、受動的開眼が気分変化を
惹起することが示された。なお意識的に目を
大きく開く時には眼輪筋に加えて前頭筋が
収縮するが、受動的開眼では前頭筋は活動し
ていないことを筋電図記録により確認した。
ちなみに能動的開眼を行ったところ、逆にポ
ジティブなスコアが減少し、ネガティブなス
コアは増大する傾向があり、実際、主観記述
では５分間能動的に目を見開くのは疲れる
という記述が多く見られた。 
 目尻の皮膚を斜め上下、横方向に受動的に
変化させた場合、受動的開眼ほど顕著ではな
かったが、一部の項目のスコアが有意に変化
するのが見られた。目尻斜め下げ(図１d)で
は緊張-不安のスコアが有意に低下し
（p<0.05）、目尻斜め上げ(図１e)では
STAI-Y1 のスコアが増大し（p<0.02）、目尻の
横伸ばし(図１f)では活気のスコアが有意に
低下した（p<0.02）。主観記述において、目
尻斜め下げでは、落ち着く、元気がなくなる、
目尻斜め上げでは元気になる、不快な気分だ、
目尻の横伸ばしでは疲れる、眠くなるという
記述が多く見られた。 
 
（２）６種類の受動的表情変化のうち、受動
的開眼が最も感情/気分を変化させることを
明らかにした。そこで、受動的開眼を行って
脳波、脳血流、自律系パラメータ（心拍、呼
吸）がどのように変化するかについて調べた。 
① 脳波の変化 
 α波の周波数成分は左右の殆どの記録部
位で、有意に増大した。p 値は特に前額部で
小さかった（p<0.01）。前額部でのα波周波
数成分は、受動的表情変化終了５分後も増大
していた。 
 β波周波数成分も幾つかの測定部位で有
意な増大（p<0.05）を示したが、受動的表情
変化終了後は有意な増大を示さなかった。 
 これらに対して、θ波成分の有意な変化は、
記録したどの部位でも見られなかった
（p>0.05）。 
② 前額部における脳血流の変化 

 脳波の解析結果は、心理テストで確認され
た受動的表情変化による感情/気分変化が確
かに脳内で起こっていること、しかも何らか
の変化が前頭前野で起こっていることを裏
付けた。しかし、これまでの解釈（α波が発
生している部位はアイドリング状態にある）
によって“頭が冴えた感覚”を説明するのは
困難に思われた。 
 そこで受動的表情変化による前額部の脳
血流変化を調べた。前額部のオキシヘモグロ
ビン量および総ヘモグロビン量は、受動的開
眼の直後から増大し、開眼の間増大し続けた
（p<0.05）。受動的開眼終了後、これらの値
は徐々に減少した。 
③ 自律系に対する効果 
 情動図式では、感情の惹起により表情だけ
でなく自律系も変動する。受動的表情変化で
はたしてこの系は変動するのだろうか。これ
を明らかにするために、自律系の指標として
心拍数変化と、呼吸数変化を測定した。 
 心拍数および呼吸数は、受動的開眼により
有意に上昇した（p<0.05）。これは受動的開
眼により交感神経優位になることを意味し、
受動的表情変化によって惹起される集中や
覚醒した気分をよく説明しているように思
われた。 
 
（３）学習効果の検討 
 両目の受動的開眼を朝夕２回、２週間施行
し、その学習効果について検討した。POMS の
６項目のうち、活気（ポジティブな感情/気
分）のスコアは経日的に上昇し、POMS の残り
の５項目と STAI-Y1（いずれもネガティブな
感情/気分）のスコアは経日的に下降する傾
向にあった。14日目のスコアは、１日目に比
べて、有意に変化していた（P<0.05）。表情
変化前と表情変化終了後との比較では、14日
目の変化率と１日目の変化率に有意な差は
見られなかった（P>0.05）。 
 
（４）本研究の位置づけ、インパクトおよび
今後の展望 
 本研究は、受動的表情変化によって感情/
気分が変化することを明らかにした。さらに
両目の受動的開眼により、頭が冴えた気分に
なること、脳、特に前頭前野の活動が増大す
ること、および交感神経が優位になることを
示した。 
 本研究で行った受動的表情変化は単なる
皮膚の非侵襲性変形刺激である。直下の深部
受容器も幾分刺激されている可能性がある
が、今回行った刺激方法ではその程度は弱い
と考える。 
 感情/気分と、表情や自律系反応などの生
理的変化の間には密接な関係がある。一般に
は、感情/気分の経験により身体の生理的反
応（表情、姿勢、自律系反応）が起こる 



 

 

(Cannon、1927)とする情動図式がよく知られ
ているが、生理的反応が感情/気分の経験よ
り先に起こる、例えば悲しいから泣くのでは
なく泣くから悲しいというように逆の心的
過程を考える説 (James、1884)がある。後者
の説から派生して、表情に限定した研究が現
在もなされており、顔面フィードバック仮説 
(Tomkins、1962；Davis ら、2009)として知ら
れている。この仮説は顔の表情筋の収縮それ
自体が感情/気分を生じさせるという考えで
ある。しかしこれらの研究は指示された表情
を意識的に作るという手法を採っているた
め、表情筋を動かす指令情報自体が感情/気
分を惹起するのか、純粋に筋肉からの情報が
脳にフィードバックして感情を生起させる
のかという疑問には答えていない。  
 一方本研究結果は、皮膚の変形情報が感情
/気分を生じさせることを意味し、表情筋の
収縮が感情/気分を生じさせるという顔面フ
ィードバック仮説に当てはまらない。表情筋
が収縮すると皮膚も変形することを考える
と、感情/気分の惹起にはたして表情筋の収
縮情報が必要なのか、あるいは表在および深
部組織の全ての感覚受容器の統合された情
報が感情/気分を惹起するのかについて再検
討する必要がある。 
 顔面皮膚の変形刺激により感情/気分が変
化し、自律系にも影響を与えるという結果は、
これまでの生理学や心理学では説明がつか
ないことであり、皮膚からの求心性情報が脳
内に感情/気分を生起させるという新しい原
理の発見を意味する。一つの検証可能な仮説
として次のようなことが考えられる。「脳は
皮膚変位情報を元に顔の形を再構築し、固有
の表情として解釈する。解釈された表情は、
情動の中枢との密接な連携により感情/気分
を惹起し、さらに運動系、自律系および免疫
系を駆動する。」非侵襲的脳機能画像法の急
速な進展により感情に関係する脳部位（扁桃
体、前頭前野、島、前帯状皮質など）が解明
されつつある（Sharot ら、2007）。特に前頭
前野は意思や感情/気分に関係しており、鬱
病患者ではこの部位の活動が低下している
ことが知られている（Drevets、2000）。受動
的開眼により、被験者の多くは頭が活性化す
ると答えている。脳血流の測定結果は、この
手法が前頭前野を活性化することを示唆し
ている。 
 脳波の解析により、受動的開眼時にα波お
よびβ波の周波数成分が、特に前額部で有意
に増大することが示された。α波成分の増大
は、脳がアイドリング状態にある、あるいは
作業に関連していない脳部位が抑圧されて
いることを反映していると考えられている。
その一方、α波は注意や意識レベルに関係が
あるとの報告もある。受動的開眼で頭が冴え
た気分になること、前額部の脳血流が増大す

ること、および交感神経活動が有意になると
いう今回の結果は、α波は脳のアイドリング
状態やリラックスした状態をあらわしてい
るというより、むしろ覚醒した、積極的な状
態を反映していることが考えられる。一方、
β波成分の増大は、単なる覚醒レベルの増大
のみならず、ある状態の維持、おそらく持続
的な受動的開眼あるいはポジティブな感情/
気分の維持に関係していることが考えられ
る。 
 今回は主に 20 代の健常者を対象に実験を
行ったが、鬱、あるいは不安傾向をもつ人た
ちで同じような効果があるのか、またこの方
法の継続的施行により、あるいは臨床治療と
の併用により、鬱や不安などの気分障害のみ
ならず生理的症状をも改善することができ
るのかは将来解決すべき課題である。 
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